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令和７年３月１２日 

目黒区教育委員会教育長 宛て 

目黒区立中根小学校 

校長 保刈 栄紀 

令和６年度 目黒区立中根小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和６年６月１５日（土） 午前１０時００分～午前１１時００分 

            ・令和６年度の本校の教育について 

・今後の日程について 

（２）第２回実施日時 令和７年２月１５日（土） 午前１０時００分～午後１１時００分 

・令和６年度の学校評価について 

・次年度の教育活動について 

２ 参加者 

栗山直子様  唐牛順一郎様  山崎理恵様  上坂麻里様  鈴木啓充様 

校長 保刈栄紀  副校長 北村貴 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

◎四者共に 90%を超え

る肯定的評価を得る

ことができた。児童

に寄り添い、誠実に

対応していく教職員

の姿勢は、肯定的評

価の高さに表れてい

る。子どもの評価の

高さは、保護者から

の信頼にもつなが

り、学校の雰囲気の

良さへの評価となっ

ていると考えられ

る。 

・保護者連絡システム

Ｈ＆Ｓや学校ホーム

ページを活用し、児童

の様子を積極的に伝

え、学校だよりの配

信、学校行事の周知を

迅速に行っていく。引

き続き、児童や保護者

に寄り添った対応を

実施していく。 

・学校評議員や住区・地

域に対する学校から

の情報提供について

は、学校ホームページ

や紙ベースの併用や、

保護者連絡システム

Ｈ＆Ｓの活用など工

夫が必要である。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

◎教育目標に関して

は、保護者、地域共に

86％以上の肯定的評

価があり、概ね理解

を得ていると考えら

・保護者会等を通じて

中根小学校のグラン

ドデザインを示しな

がら、中根の教育活動

について丁寧に説明

・学校の教育方針の丁

寧な発信をお願いし

たい。 
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れる。 

●保護者からは「判断

できない・わからな

い」の評価が 7％あ

り、学校の教育方針

等、適切に示してし

ていく必要がある。 

していく。 

 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

◎保護者の肯定的評価

は 86%であり、児童

の肯定的評価は 95%

を超えている。学年

会での教員間の情報

共有など、学年で連

携した心の教育を努

めてきた成果と考え

られる。 

・人権感覚の向上を図

るため、ＳＮＳの指

導、相手に対する言葉

遣いや接し方につい

ては、道徳の授業を含

め、常時児童に指導し

ていく。 

・道徳科の授業や特別

活動において協働的

な活動を意図的に取

り入れていく。 

・今後も情報端末やＳ

ＮＳの適切な使い方

の指導を組織的に進

めてほしい。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、○○タイ

ム、主体的に学習に取

り組む態度等の取組に

ついて 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

◎保護者からの肯定的

評価は昨年度を大幅

に上回っている。大

型提示装置、学習用

情報端末の協働学習

支援ツール等を活用

した学習活動が定着

し、効果的な学習展

開が評価されている

と考える。 

●学習用情報端末の活

用については「判断

できない・わからな

い」という保護者も

11％いる。活用状況

が伝わる手立てが必

要である。 

・自己選択学習の時間

の取組では、書物や学

習用情報端末を活用

し、主体的に学習に取

り組む態度を養う。 

・学年を超えた持ち合

い授業を実施し、教員

の専門性を高め、学び

の質の向上を図る。 

・学習補充時間や夏の

探究学習など、指導の

個別化や地域関係機

関との連携を充実さ

せ、学習環境を整えて

いく。 

・学校公開において、学

習用情報端末の積極

的な活用場面を提示

するとともに、その様

子を保護者会等で説

明していく。 

・自己選択学習の実施

により、児童の自主的

な学習活動の幅が広

がることを期待して

いる。 

・大型提示装置と板書、

学習用情報端末とノ

ートなど、それぞれの

メリットを活用しな

がら学習を進めてほ

しい。 
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Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

◎保護者からの肯定的

評価は 90％を超え、

昨年度より 21 ポイ

ント上回っている。

保護者連絡システム

Ｈ＆Ｓを通して、自

分アップタイムを含

め、日常的に体を動

かす姿を伝えたこと

が要因の一つと考え

られる。 

・休み時間の外遊びの

励行、季節に応じた運

動タイム（ペースラン

ニング、縄跳び）を実

施していく。 

・体育科において、児童

が自らの活動や成果

を振り返ることがで

きる学習展開を工夫

していく。 

・高学年の肯定的評価

のポイントが高くな

っているのは、良い傾

向である。引き続き、

日常的に児童が体を

動かす取り組みを進

めてほしい。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

◎保護者の肯定的評価

は昨年度を 21 ポイ

ント上回っている。

運動会・学芸会やク

ラブ・委員会活動な

ど、児童の主体性を

重視した取り組みを

実践してきたこと

や、校外学習の増加

が要因となっている

と考える。 

・高学年児童が異学年

交流の計画・運営に積

極的に携わり、日常的

な関わりにおいても

広げていく。 

 

・引き続き、学校行事に

おいて、児童の主体的

な取り組みを充実さ

せてほしい。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

◎保護者の肯定的評価

は 90％を超え、昨年

度を 16 ポイント上

回っている。いじめ

や不登校、特別支援

教育など、校内委員

会を中心に組織的な

取り組みが図られて

いることが学習・生

活規律につながって

いると考えられる。 

・中根小学校の生活の

きまりを明確に提示

し、学校全体で生活規

律の徹底を図ってい

く。 

・いじめはあるものと

いう前提に立ち、即時

的な対応を行うと共

に、子どもの心の居場

所としての学校とい

う意識を、教職員全体

に浸透させていく。 

・特別支援コーディネ

ーターを中心に、児童

や保護者の困り感に

寄り添った組織的な

対応を図っていく。 

・「子どもの居場所」に

対する教職員の意識

の高さが感じられる。

ぜひ、続けてほしい。

また、長期休業中に行

われる住区の補修教

室などの取り組みと

も連携しながらでき

るといい。 
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＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

◎児童の肯定的評価の

割合が高く、毎月の

避難訓練やセーフテ

ィ教室だけでなく、

日常的な防災教育を

通して「自分で考え

て自分の身を守る」

という意識が児童の

中で定着している。 

・防災・防犯計画の見直

しを図り、より現実的

な安全指導を徹底し

ていく。 

・情報モラルや生命（い

のち）の安全教育につ

いては、低学年から指

導を徹底し、保護者へ

の周知方法を工夫し

ながら、家庭教育での

充実につなげていく。 

・実際に発災した場合、

避難所等において、子ど

もたちは、十分な力にな

る。それを踏まえなが

ら、児童への現実的な安

全指導を活性化し、継続

的な安全教育の実施を

図ってほしい。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

⦿毎年低い項目であ

り、保護者の「よくわ

からない」の回答は

全体の 15％である。

教員の肯定的評価は

90％を越えているた

め、異校種との取り

組みについて伝えて

いく方法の工夫が必

要と考える。 

・あいさつ運動や中学

校体験、いじめ問題を

考えるめぐろ子ども

会議など、保護者連絡

システムＨ＆Ｓを活

用し、児童・生徒の活

動の様子を配信し、保

護者に紹介していく。      

・「小・中連携の日」に

おける授業参観や交

流活動をもとに、小中

の系統を見通した学

習指導や生活指導の

意識を学校全体で高

めていく。 

・異校種はそれぞれの

ライフスタイルが異

なるため、具体的な連

携を図っていくこと

は難しいと思うが、期

待している。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

○保護者の肯定的評価

は、昨年度を２０ポ

イント上回ってい

る。学校公開等の各

行事やＨ＆Ｓでの配

信により、教育活動

や児童の様子が昨年

度以上に伝えられた

ことが要因と考えら

れる。 

●地域から「よくわか

らない」の回答が全

体の 25％ある。学校

・保護者連絡システム

Ｈ＆Ｓによる情報提

供を徹底し、児童の成

長の様子を伝えられ

るようにしていく。情

報発信に関しては、

PTA 育根会とも連携

しながら行っていく。 

・地域への情報発信は、

住区と連携しながら

情報発信の工夫を図

っていく。 

・情報発信における

様々な方法を期待し

ている。 
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の様子をわかりやす

く伝えていく方法を

検討していく必要が

ある。 

Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

◎教職員の肯定的評価

は 100%である。持ち

合い授業の実践によ

り、専門性は向上し

ている。日常的な職

務遂行においては、

分散型リーダーシッ

プが図られ、人材育

成の充実につながっ

ている。学年会を通

してＯＪＴが実施で

きていることも要因

の一つとなってい

る。 

・持ち合い授業におけ

る担当教科や課題に

応じた校外研修を励

行し、専門性を高めて

いく。 

・学年会を中心とした

ＯＪＴを進め、人材育

成の校内体制を整え、

協働性を高めていく。 

・人材育成に向けた校

内体制の充実を引き

続き図ってほしい。 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

◎教職員の肯定的評価

は 100％である。持

ち合い授業による学

年での連携や教材研

究の軽減、保護者連

絡システムＨ＆Ｓの

活用が教員の負担感

を軽減させる要因と

一つと考えられる。 

・校務支援システムを

効果的に活用すると

共に、勤務時刻の見直

しを行い、業務の効率

化・最適化を図る。 

・持ち合い授業の拡大

と継続を行っていく。 

 

・働き方改革が推進さ

れていることがうか

がえる。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

◎教職員の肯定的評価

は 100％である。服

務事故防止研修の実

施や処分公表資料の

周知、声かけにより

教職員が服務事故防

止への意識が向上し

ている。 

・引き続き、教職員に対

する定期的な研修や

面談等での確認を実

施し、服務事故防止に

取り組でいく。 

・引き続き、服務事故が

ないようにお願いし

たい。 

 


